
小児期の近視の進行を軽減させることを目的に低濃度アトロピン点眼

（0.01％, 0.025%, 0.05%）を配合させた点眼薬で、Singapore 
National Eye Centre（SNEC：シンガポール国立眼科センター）の研究
に基づいて開発されています。

低濃度アトロピン0.025%点眼薬の特徴

上記に加え、

・各容器は1回使い切りの包装となっております。

低濃度アトロピン0.05%点眼薬の特徴

上記に加え

・各容器（1本・10mL）は両眼用に2ヶ月間の使い切りとなっております。



低濃度アトロピン点眼は、近視の進行を遅らせる（眼軸長の伸長を抑制する）という点でも統計的にも

臨床的にも有意義な効果が確認されている治療法の一つです。
最適な濃度（0.01％、0.025％、0.05％）のアトロピンを配合する事により、近視の進行スピードを

効果的に抑えると同時に、アトロピン１％点眼薬よりも副作用を軽減しています。
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